
毎
年
、４
月
下
旬
よ
り
実
施
し

て
い
た「
賃
金
配
分
オ
ル
グ
」は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、今
年
は
中
止

し
ま
す
。賃
金
配
分
に
関
す
る
質

問
や
意
見
は
、分
会
長
ま
た
は
出

向
班
長
ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

賃
金
配
分

オ
ル
グ
中
止

２
０
２
０
年
度
賃
金
配
分
決
定

要
員
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
な
ど
要
求

第
７
回
中
央
委
員
会（
持
ち
回
り
決
議
）

「
西
鉄
労
組 

政
策・制
度
要
求（
案
）」決
定

青
女
協
、諸
行
事
延
期

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
と

本
部
勤
務
調
整
に
つ
い
て

第
７
回
中
央
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、４
月
27
日
、持
ち
回

り
決
議
で
開
催
し
、「
2
0
2
0
年
度

賃
金
配
分
」な
ど
、す
べ
て
の
議
案
が

承
認
決
定
さ
れ
た
。会
議
員
か
ら
の

意
見
集
約
で
は
、「
バ
ス
の
最
前
列
の

座
席
を
使
用
不
可
に
す
る
な
ど
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」「
緊

急
の
貸
付
制
度
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、回
答
を
書

面
で
送
付
し
た
。

今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
を
受
け
て
、病
欠
時
の
最
初

の
3
日
間
に
原
則
基
準
賃
金
の
80
％

を
保
障
す
る「
病
気
欠
勤
の
特
別
取

扱
い
」や
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
帰
休
な
ど
の

政
策
部
は
、合
同
政
策
委
員
会
を

開
催
し（
持
ち
回
り
決
議
）、２
０
２

０
年
の「
西
鉄
労
組 

政
策
・
制
度
要

求（
案
）」を
決
定
し
た
。今
後
、意
見

集
約
を
お
こ
な
っ
た
う
え
で
、「
西
鉄

労
組 

政
策
・
制
度
要
求
」と
し
て
正

式
に
決
定
す
る
。

西
鉄
労
組
で
は
、将
来
に
わ
た
る

雇
用
と
生
活
の
確
保
、労
働
条
件
の

維
持
・
向
上
を
目
的
に
、２
０
１
６

年
よ
り
隔
年
で
、西
鉄
労
組
独
自
の

政
策
・
制
度
要
求
を
作
成
し
、連
合

福
岡
や
福
岡
県
交
運
労
協
な
ど
を

通
じ
て
行
政
に
要
求
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。今
回
の
案
で
は
、男
女
平
等
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
保
育
の
質

の
向
上
と
待
機
児
童
問
題
の
解
決
、

取
扱
い
を
変
更
す
る「
緊
急
時
の
勤

務
取
扱
い
の
臨
時
的
変
更
」な
ど
、組

合
員
の
働
き
方
に
関
わ
る
重
要
な
議

案
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
に
つ
い
て
、必
ず
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新
聞

第
７
号
」参
照（
分
会
掲
示
板
、イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組
掲
示

板
に
掲
載
）

青
年
女
性
協
議
会
で
５
月
に
予

定
し
て
い
た
私
鉄「
沖
縄
交
流
」お
よ

び
７
月
に
予
定
し
て
い
た
地
連「
山

の
祭
典
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、来

年
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

【
青
女
協
　
事
務
局
長
　
井
上
翔
太
】

バ
ス
乗
務
員
の
要
員
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化
、鉄
道
駅（
沿
線
）

の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
推

進
、大
型
施
設
の
災
害
対
応
費
用
に

対
す
る
積
極
的
な
助
成
措
置
な
ど

を
要
求
し
て
い
る
。

「
西
鉄
労
組 

政
策
・
制
度
要
求
」

は
、各
分
会
・
出
向
班
に
送
付
し
て
い

る
ほ
か
、正
式
決
定
後
は
社
内
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
あ
る
西
鉄
労
組
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、各
職
場
で
様
々

な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

組
合
本
部
で
は
、５
月
１
日（
金
）

か
ら
10
月
31
日（
土
）ま
で
、環
境
負

荷
低
減
活
動
の
一
環
と
し
て
、ク
ー

ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。具
体
的
に

は
、本
部
通
常
業
務
や
組
合
主
催
会

議
な
ど
に
お
い
て
、上
着
や
ネ
ク
タ

イ
を
非
着
用
で
も
差
し
支
え
な
い
こ

と
と
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、本
部
出

勤
者
を
減
ら
す
た
め
、積
極
的
な
有

給
休
暇
消
化
に
よ
る
勤
務
調
整
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、本
部
へ

の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
で
、ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、あ
わ
せ
て
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

分会長（中央委員）・出向班長（特別中央委員）変更※敬称略

★「
雑
餉
隈
分
会
」は
、営
業
所
名
変
更

の
た
め
、4
月
27
日
を
も
っ
て「
竹
下

分
会
」に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

 

★
西
鉄
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

出
向
班
は
、出
向
者
が
10
名
未
満
と

な
っ
た
た
め
、３
月
31
日
を
も
っ
て

出
向
班
を
終
了
し
ま
し
た
。

自
動
車
事
務
分
会【新】野崎保彦

↑
【旧】馬男木洋一

電
車
技
術
分
会【新】高尾拓也

↑
【旧】木下直紀

線
路
技
術
分
会【新】赤石武大

↑
【旧】畑山大地

本
社
事
務
分
会【新】池田陽大

↑
【旧】濱野圭祐

西
鉄
バ
ス
久
留
米
出
向
班

【新】丸山美明
↑

【旧】西田昇平

お
知
ら
せ

　
国
物
東
京
分
会
で
も
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
大
き
く
、各
組
合

員
は
業
務
上
で
も
、日
々
の
生
活
に
お

い
て
も
、厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。各
職
場
で
は
、出
勤
率
を
抑
え

る
た
め
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い

ま
す
が
、最
前
線
の
現
場
で
は
出
勤
が

必
須
と
い
う
現
実
も
あ
り
、日
々
不
安

と
戦
い
な
が
ら
も
業
務
に
励
ん
で
い

ま
す
。先
の
見
通
し
が
見
え
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、組
合
員
一
人
ひ
と

り
が
意
識
を
も
っ
て
、自
身
や
家
族
、

友
人
を
守
る
た
め
の
行
動
を
徹
底
し
、

乗
り
切
れ
る
よ
う
に
団
結
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
分
会
長
　
山
下
義
彰
】

不
安
の
中
、懸
命
に
業
務

国
物
東
京
分
会

テレワークで閑散としたオフィス

　
本
社
事
務
分
会
で
は
、マ
ス
ク
の
着

用
、不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、「
３
密
」

の
回
避
な
ど
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、窓
や
扉
を
細
目
に
開
け
て
換

気
を
お
こ
な
う
、会
議
室
や
打
ち
合
わ

せ
ス
ペ
ー
ス
を
使
う
こ
と
で
個
人
の
間

隔
を
開
け
て
作
業
を
お
こ
な
う
、会
議

を
極
力
減
ら
す
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。１
日
で
も
早

く
、こ
の
事
態
が
収
束
し
、普
段
通
り

の
活
動
が
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
感

染
防
止
に
努
め
、組
合
員
一
丸
と
な
っ

て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま

す
。

【
教
宣
部
長
　
堀
之
内
尚
輝
】

組
合
員一丸
で
感
染
防
止

本
社
事
務
分
会

◆ 13日（水）・・・事務局会議 
◆ 25日（月）・・・執行委員会 
◆ 29日（金）・・・中央委員会

組合本部 ５月スケジュール

※急遽変更となる
　場合があるので、
　ご注意ください。

各
職
場
で
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
徹
底

各
職
場
で
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
徹
底

〈
自
動
車
部
門
〉

〈
兼
業
部
門
〉

〈
鉄
道
部
門
〉

マスク着用の徹底（那珂川分会）最前列の座席を使用禁止にビニールを挟んで点呼（柳川乗務分会）つり革・手すりなどの車内消毒（筑紫工場分会）
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４
月
21
日
、私
鉄
総
連
か
ら
の
要
請
を
受

け
、森
屋
隆
参
議
院
議
員
は
、立
憲
民
主
党

の
枝
野
幸
男
代
表
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る

全
国
の
私
鉄
・
バ
ス
・
ハ
イ
タ
ク
の
現
状
を
訴

え
、感
染
症
拡
大
防
止
対
策
な
ど
に
つ
い
て

緊
急
要
請
を
お
こ
な
っ
た
。具
体
的
に
は
、①

公
共
交
通
従
事
者
へ
の
感
染
防
止
対
策
、②

公
共
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、③
雇
用
の
確

保
対
策
、④
終
息
後
の
復
興
対
策
、の
４
項

目
を
要
請
。ま
た
、要
請
後
、国
土
交
通
省
に

バ
ス
乗
務
員
の
感
染
防
止
を
働
き
か
け
た
結

果
、国
土
交
通
省
は
日
本
バ
ス
協
会
に
、「
一

部
の
座
席
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
や
防
護

ス
ク
リ
ー
ン
の
設
置
に
努
め
る
こ
と
」と
い
う

事
務
連
絡
を
即
日
、発
出
し
た
。

【
も
り
や
た
か
し
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
】

私
鉄
組
合
員
を
守
る
た
め

枝
野
代
表
に
緊
急
要
請

コ
ロ
ナ
影
響
で
客
数
減

 

▲ブログ

▲Facebook

　
森
屋
隆
参
議
院
議
員
は
、私
鉄
組
合
員
の
代

表
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。森
屋

議
員
の
直
近
の
活
動
に
つ
い
て
は
、F
ａ
ｃ
ｅ

b
ｏ
ｏ
ｋ
や
ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

要請書を手渡す、私鉄総連・田野辺中央執行委員長（左から２人目）

令和2年２月議会で一般質問に立つ佐々木県議

森
屋
参
議
院
議
員

活
動
報
告

　
日
ご
ろ
よ
り
、組
合
員
の
皆
様
か
ら
、あ
た

た
か
い
ご
支
援
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
、厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。さ
て
、令
和
２
年
２

月
定
例
議
会
で「
災
害
時
に
お
け
る
中
小
企

業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
」（
要
約
）、一
般
質
問

致
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
県
内
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
、

人
口
減
少
に
と
も
な
う
市
場
の
縮
小
や
人
手

不
足
、経
営
者
の
後
継
者
問
題
に
加
え
、近

年
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
な
ど
、厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。特
に
、２
０
１
７

年（
平
成
29
年
）か
ら
３
年
続
い
て
福
岡
県

を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
に
代
表
さ
れ
る
自
然
災

害
に
よ
っ
て
、収
入
が
閉
ざ
さ
れ
た
り
、思
わ

ぬ
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
借
金
が
増
え
た
り

す
る
な
ど
、経
営
者
は
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

す
。本
県
の
中
小
企
業
約
13
万
５
千
社
は
、

県
内
企
業
の
99
・
８
％
を
占
め
て
お
り
、県
内

従
業
員
の
約
8
割
は
中
小
企
業
で
働
き
、

日
々
の
糧
を
得
て
い
ま
す
。突
然
襲
っ
て
く
る

自
然
災
害
は
、そ
の
糧
を
得
る
企
業
に
事
業

の
中
断
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。中

小
企
業
は
規
模
の
大
小
を
問
わ
れ
ず
、災
害

時
に
は
行
政
の
一
押
し
、力
添
え
が
重
要
で

す
。そ
こ
で
、不
可
抗
力
の
災
害
時
に
中
小
企

業
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
整
え
て
お
く
べ

き
だ
と
、知
事
に
強
く
訴
え
質
問
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
中
小
企
業
が
本
県
経
済
の
発

展
と
活
力
の
原
動
力
で
あ
る
と
認
識
し
、国

の
支
援
制
度
も
活
用
し
、被
災
さ
れ
た
中
小

企
業
の
事
業
の
継
続
、早
期
再
開
を
支
援

～健康な身体はバランスのとれた食事から～

コロナに負けるな！
免疫力アップ料理で体力強化！！

　新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐには、手洗いやマスクの着用を徹底するととも
に、十分な睡眠とバランスの良い食事をとり免疫力を高めることで、病気の発症を抑え
ることが重要です。毎日の食事の中に免疫力がアップする食材を取り入れ、病気やウイ
ルスに負けない身体をつくりましょう！以下、免疫力アップが期待できる簡単レシピを紹
介するので、ふだんは料理をされない方も、是非ご家庭で作ってみてください。

 分会が主体となって、営業所内にトレーニングルームを設置するなど、分会独自で様々な
取り組みをおこなっている壱岐分会。こんどは、廃止されたはずの従業員食堂を復活させ
たという「うわさ」が聞こえてきたので、教育宣伝部が調査にいってきました！

　道路を挟んだ営業所のすぐ目
の前に、その食堂はありました。
4月24日にオープンしたばかり
の食堂「はちきん」。
 オーナーの東さんによると、従
業員食堂廃止後、知り合いだっ
た馬奈木分会長が食堂開業を猛
プッシュ。
　「食堂ができたら、分会の組合
員が喜んで食べに行きます！是
非、開業を！！」

分会長の並々ならぬ熱意もあって、食堂開業を決意したとか（笑）
　食堂オープン後は、ちゃんとしたご飯が食べられるということ
で、分会の組合員が積極的に利用しており、食堂スタッフの方も
営業所までお弁当を届けてくれるなど、関係は良好。今後も、食
堂でタバコの販売を開始するなど、組合員の要望に応えていくと
のことで、まさに、壱岐分会の食堂と言える存在になっています。
また、この「うわさ」を聞きつけてか、近隣の他の分会の組合員も
食べに来ているそうです。
　メニューは、旬の食材を使った日替
わりサービス定食が500円、お弁当
は400円からとリーズナブル！スタッ
フの方も、「働き者で快活な女性」を
意味する高知方言「はちきん」のとお
り、明るくて元気な方々ばかり！
　お近くまでお越しの際は、食堂「は
ちきん」で是非お食事を！売り切れ御
免なので、電話予約も受け付けてい
るそうです。

 ＜材料（2 人分）＞
ミニトマト10 ～ 15 個、玉ねぎ 1/4 個、
さば水煮缶１缶、ピザ用チーズ 40g

組合員からの「うわさ」を徹底調査し、その真相を明らかにす
るこのコーナー！記念すべき第１回目は、個性的な取り組みが
目立つあの分会からの「うわさ」をキャッチ！

① ミニトマトはヘタを取り、半分に切る
② 玉ねぎは薄くスライスし、さば缶と合わせる
③ グラタン皿に②を入れ、その上に①のミニト

マトとチーズをのせ、トースターで焦げ目が
つくまで焼く

★ 免疫力アップ食材 ★
野菜（特に緑黄色野菜）、芋類、海草、キノコ類、果物、

みそ・納豆・キムチ・チーズ・ヨーグルトなどの発酵食品

★トマト on the サバ缶

 ＜材料（２人分）＞
味付もずく1P、きゅうり1/2 本、
なめこ 1/2P、ミニトマト4 個

① きゅうりは縦半分に切り、ななめ薄切りにす
る。塩でもんで水で洗い、絞っておく

② なめこは熱湯でサッとゆでて水で冷ます
③ ミニトマトは縦半分に切る
④ 味付もずくと①、②、③を混ぜ合わせる

★きゅうりともずくのサラダ

※レシピ出典：北海道江別市健康推進室保健センター
　　　　　　　「新型コロナウイルス　感染予防のための６か条」

※他のレシピはコチラ →

うわさの調査ファイル #01

４月某日、壱岐営業所に
行ってみると・・・・

◀「はちきん」な店長の浜辺さんとご主人が
　皆さんをお待ちしています！

「うわさ」は、本当だった！！

▲お弁当を受け取る馬奈木分会長

馬奈木分会長とスタッフの皆さん

福岡市西区壱岐団地137-2（西鉄壱岐営業所前） ℡：092-812-0789
営業時間：10時から18時
　　　　 （当分は不定休、コロナが落ち着いたら居酒屋営業も！？）

食堂 はちきん

うわさの
調査隊

西 鉄 労 組

壱岐分会に食堂復活！？

新 コ ー ナ ー

あずま

【立憲民主党ＨＰより】

西
鉄
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々
木
と
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福
岡
県
議
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議
員

活
動
報
告

会
社
、連
結
業
績

予
想
を
下
方
修
正

し
、一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
図
っ
て
い
く
」

と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、今
後
も
、県
内
の
山
積
す
る
課
題
・

問
題
の
解
決
に
向
け
誠
心
誠
意
取
組
ん
で
参

り
ま
す
。

【
福
岡
県
議
会
議
員
　
佐
々
木
徹
】

４
月
16
日
、会
社
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、２
０
２
０
年
３
月

期
連
結
決
算
の
業
績
予
想
を
下
方
修
正
し

た
。売
上
高
に
あ
た
る
営
業
収
益
は
59
億
円

減
の
３
，８
２
９
億
円
、経
常
利
益
は
10
億

円
減
の
１
３
５
億
円
、当
期
純
利
益
は
8
億

円
減
の
62
億
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
た
。

国
内
外
で
の
移
動
制
限
や
自
粛
要
請
な
ど

に
よ
る
、バ
ス
事
業
お
よ
び
鉄
道
事
業
で
の

旅
客
数
減
少
、ホ
テ
ル
事
業
で
の
稼
働
率
低

下
、旅
行
事
業
で
の
旅
行
客
減
少
な
ど
が
響

い
た
。
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